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整
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市
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序

新
山
地
区
は
伊
那
市
内
で
は
最
東
端
に
位
置
す
る
。
古
く
は
福
智
郷
の

一
角
、

中
世
に
至

っ
て
は
中
沢
郷

の

一
角

に
そ
れ
ぞ
れ
含
ま
れ
た
と
こ
ろ
と

い
わ
れ
、

古
代

。
中
世
を
通
し
て
重
要
な
場
所

の

一
つ
と
考
え
ら
れ
、
研
究
者

の
注
目

の

的
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
地
区
の
考
古
学
的
調
査
は
過
去
、
数
ケ
所
実
施

し
た

に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
こ
の
度
、
土
地
改
良
事
業
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
文

化
財
保
護

の
立
場
か
ら
記
録
保
存
を
主
目
的
と
す
る
緊
急
発
掘
調
査
が
八
月
上

旬
～
九
月
上
旬
に
か
け
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
調
査
期
間
中
地
元
の
み
な
さ
ま

の

御
協
力
を
頂
き
ま
し
て
無
事
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
調
査

の
結

果
に
つ
い
て
は
本
文
で
述
べ
て
あ
り
ま
す
よ
う
に
縄
文
時
代
、
平
安
時
代

の
竪

穴
住
居
址

一
軒
づ

つ
が
発
見
さ
れ
ヽ
新
山
谷

の
変
遷
が
あ
る
程
度
解
明
で
き

る

手
助
け
に
な

っ
た
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
の
調
査
結
果
が
今
後
同
地
区

の
歴
史
解
明

の

一
端
と
な
り
、
文
化
財

の
重

要
性
を
十
分
に
御
理
解

い
た
だ
け
れ
ば
、
幸
甚
に
存
じ
ま
す
。

最
後

に
、
調
査
に
あ
た
り
ま
し
て
多
大
な
御
理
解
と
御
協
力
を

い
た
だ
き
、

全
面
的
に
御
援
助
下
さ

い
ま
し
た
関
係
諸
機
関
及
び
地
元
の
方
々
に
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

昭
和
六
十
三
年
三
月

伊
那
市
教
育
委
員
会

教
育
長
　
宮

下
　
安

人

|フJ

一
、
今
回
の
発
掘
調
査
は
県
営
圃
場
整
備
事
業
に
伴
な
う
、
土
地
改
良
事
業
で

第
三
次
緊
急
発
掘
調
査
に
も
と
づ
く
報
告
書
と
す
る
。

二
、
こ
の
調
査
は
県
営
圃
場
整
備
事
業
に
伴
な
う
緊
急
発
掘
で
、
事
業
は
長
野

県
上
伊
那
地
方
事
務
所
長
の
委
託
を
伊
那
市
教
育
委
員
会
が
受
託
し
、
さ
ら

に
そ
れ
を
発
掘
調
査
団
に
委
託
し
た
。

三
、
本
調
査
は
、
昭
和
六
十
二
年
度
い

に
業
務
を
終
了
す
る
義
務
が
あ
る
た
め

報
告
書
は
図
版
を
主
体
と
し
、
文
章
記
述
も
で
き
る
だ
け
簡
略
に
し
、
資
料

の
再
検
討
は
後
日
の
機
会
に
ゆ
ず
る
こ
と
に
し
た
。

四
、
本
文
執
筆
者
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
担
当
し
た
項
目
の
末
尾
に
氏
名

を
記
し
た
。
　
　
　
飯
塚
政
美

◎
図
版
作
成
者

◎
遺
構
及
び
地
形
　
　
　
　
　
　
小
木
曽
　
清
　
　
　
飯
塚
　
政
美

◎
土
器
及
び
石
器
実
測
図
　
　
　
小
木
曽
　
清
　
　
　
飯
塚
　
政
美

◎
写
真
撮
影

◎
発
掘
及
び
遺
構

・
遺
物
　
友
野
良

一　
　
小
木
曽
　
清
　
　
飯
塚
政
美

五
、
本
報
告
書
の
編
集
は
主
と
し
て
、
発
掘
調
査
団
が
あ
た

っ
た
。

六
、
遺
物
及
び
図
版
類
は
伊
那
市
考
古
資
料
館
に
保
管
し
て
あ
る
。

七
、
事
務
局
は
伊
那
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
に
置
い
た
。



一　

発
掘
調
査
の
経
緯

新
山
地
区
の
土
地
改
良
事
業
は
昭
和
五
十
八
年
度
に
新
山
農
協
か
ら
上
方
、

四
方
部
落
に
か
け
て
実
施
致
し
ま
し
た
。
こ
の
事
業
に
伴
な

っ
て
芝
王
遺
跡

の

緊
急
発
掘
調
査
を
同
年
七
月
～
十
月
に
か
け
て
実
施
致
し
、
多
く
の
成
果
を
得

て
、

「芝
王
遺
跡
緊
急
発
掘
調
査
報
告
書
」
に
ま
と
め
て
あ
り
ま
す
。
昭
和
六

十
二
年
度
事
業
地
区
内
は
下
新
山
奈
良
尾
地
籍
、
上
新
山
宮
の
原
地
籍
で
あ
り
、

こ
の
中
に
は
奈
良
尾

・
宮
の
原
両
遺
跡
が
含
ま
れ
て
お
り
、
前
者
の
遺
跡
は
盆

前
に
、
後
者
の
そ
れ
は
盆
過
ぎ
か
ら
初
秋
に
か
け
て
実
施
致
し
ま
し
た
。

昭
和
六
十
二
年
七
月

一
日
　
上
伊
那
地
方
事
務
所
長
と
伊
那
市
長
と
の
間
で

『埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
発
掘
調
査
委
託
契
約
書
』
を
締
結
し
、
さ
ら
に
伊
那
市

長
と
発
掘
調
査
団
長
友
野
良

一
と
の
間
で
、
昭
和
六
十
二
年
七
月
十
五
日
　
に

『埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
発
掘
調
査
委
託
契
約
書
』
を
締
結
す
る
。
契
約
後
、
発

掘
調
査
団
を
中
心
に
し
て
発
掘
準
備
に
と
り
か
か

っ
た
。

一
一　
調
査
の
組
織

奈
良
尾

。
宮
の
原
遺
跡
発
掘
調
査
団

団
　
長
　
友
野
　
良

一　
　
日
本
考
古
学
協
会
会
員

副
団
長
　
御
子
柴
泰
正
　
　
長
野
県
考
古
学
会
会
員

調
査
員
　
飯
塚
　
政
美
　
　
日
本
考
古
学
協
会
会
員

ク
　
　
小
木
曽
　
清
　
　
宮
田
村
考
古
学
友
の
会
会
長

［作
業
員
名
簿
］

柴
佐

一
郎
　
埋
橋
程
三
　
酒
井
と
し
子
　
大
久
保
富

美
子
　
上
島
正
延
　
池
上
大
三
　
建
石
紀
美
子
　

水ヽ
井
貞
子
　
清
田
や
す
よ

田
中
　
裕
　
下
平
博
行
　
伊
藤
　
勝
　
伊
藤
菊
次
　
蟹
沢
治
江
　
北
原

一
喜

池
上
由
光
　
井
上
　
日日
　
竹
松
直
人

（敬
称
略
順
不
同
）

〓
一　
位
　
　
置

奈
良
尾
遺
跡
は
長
野
県
伊
那
市
富
県
北
新
区
奈
良
尾
部
落
の
南
西
端
に
、
宮

の
原
遺
跡
は
伊
那
市
富
県
上
新
山
区
宮
の
原
部
落
の
東
端
に
そ
れ
ぞ
れ
位
置
し

て
い
ま
す
。
奈
良
尾
遺
跡
に
至
る
最
短
距
離
の
経
路
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
Ｊ

Ｒ
飯
田
線
伊
那
市
駅
を
下
車
し
て
北

へ
五
百

笏
位
国
道

一
五
三
号
線
を
行
く
と

入
舟
町
と
い
う
繁
華
街
が
あ
る
。
こ
の
繁
華
街
を
右
折
し
て
天
竜
川
に
か
か
る

大
橋
を
渡
り
、
杖
突
街
道
を
高
遠
の
方

へ
向

っ
て
約
五
加
で
美
篤
上
原
の
信
号

機
を
設
け
て
あ
る
交
差
点
に
至
る
。
こ
の
交
差
点
を
右
折
し
て

一
勧
程
南
東

ヘ

行
く
と
三
峰
川
に
達
し
、
三
峰
川
橋
を
渡
り
、
五
百

π
程
で
三
叉
路
に
着
く
。

こ
の

一
帯
を
押
出
と
呼
称
し
て
い
る
。
名
が
示
す
通
り
、
地
形
の
最
末
端

で
あ

り
、
後
背
の
台
地
が
い
ま
に
も
押
し
出
し
そ
う
な
様
相
を
呈
し
て
い
る
。
こ
の

位
置
で
進
路
を
右
手
に
と

っ
て
、
三
百

ｚ
位
南

へ
行
く
と
、
三
叉
路
が
あ
り
、

こ
の
位
置
で
左
折
し
て
東

へ
入

っ
て
い
く
と
、
約
二
れ
で
今
泉
集
落
が
あ
る
。

こ
の
集
落
を
通
過
し
て
、
さ
ら
に
東

へ
一
渤
位
進
む
と
、
Ｊ
Ｒ
奈
良
尾
バ
ス
停

留
所
の
案
内
板
が
右
手
に
見
え
、
こ
こ
を
右
折
し
て
南
の
山
裾
に
入

っ
て
い
ぐ

と
、
す
ぐ
に
右
手
に
真
宗
寺
庫
裡
の
茅
葺
屋
根
が
み
え
る
。
真
宗
寺
の
東
側

一

帯
が
奈
良
尾
遺
跡
で
、
現
在
は
水
田
と
な

っ
て
い
る
。

宮
の
原
遺
跡
に
至
る
最
短
距
離
の
経
路
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
前
述
し
た
押

出
の
三
叉
路
ま
で
の
道
順
は
奈
良
尾
遺
跡
に
至
る
ま
で
と
同
様
で
あ
る
。
押
出

の
三
叉
路
を
左
手
に
と
り
、
右
手
の
眼
下
に
新
山
川
を
見
て
、
川
沿
い
に
東

ヘ

ニ
勧
程
行
く
と
、
い
わ
ば
新
山
地
区
で
は
最
も
中
心
地
で
あ
る
集
落
が
見
え
て

く
る
。
こ
の
中
心
地
に
は
新
山
小
学
校

。
富
県
農
協
新
山
事
業
所

。
新
山
保
育

園

。
新
山
老
人
憩
の
家
等
の
公
共
の
建
物
が
密
集
し
て
建

っ
て
い
る
。
こ
の
地



点
を
さ
ら
に
東

へ
進
む
と
、
伊
那
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
案
内
標
示
板
が
左
手

に
見
え
、
こ
の
位
置
で
段
丘
崖
面
に
つ
く
ら
れ
た
道
路
を
登
り
、
左
手

の
上

の

段
に
出
る
。
上
段
の
道
を
さ
ら
に

一
勧
位
東

へ
進
む
と
明
神
社
の
林
が
見
え
、

こ
の
神
社
周
辺
が
宮
の
原
遺
跡
で
あ
る
。
現
在
は
畑
や
水
田
に
利
用
さ
れ
て
い

ス一
。

四
　
地
形

・
地
質

竜
東
地
域
の
極

一
般
的
な
地
形
は
赤
石
山
脈

（南
ア
ル
プ
ス
）
の
前
山
で
あ

る
伊
那
山
脈
が
南
北
に
連
な

っ
て
い
る
。
新
山
地
区
は
伊
那
山
脈
よ
り
連
な
る

小
さ
な
峰
々
に
て
周
囲
が
取
り

‥
囲
ま
れ
、
さ
ら
に
、
小
さ
な
峰
々
よ
り
流
出
す

る
小
河
川
に
よ
っ
て
小
さ
な
谷
状
地
形
を
形
成
し
、
台
地
の
突
端
部
に
小
単
位

の
集
落
が
営
ま
れ
て
お
り
、
い
わ
ば
山
村
集
落
の
典
型
的
な
形
態
を
成
し
て
い

ＺＯ
。伊
那
山
脈
を
構
成
す
る
地
質
は
諏
訪
湖
の
南
端
の
平
坦
な
山
地
を
構
成
す
る

塩
嶺
累
層
、
守
屋
山
周
辺
の
第
三
紀
層
、
領
家
変
成
岩
類
、
鹿
塩
片
磨
岩
帯
等
々

に
大
別
で
き
る
。
竜
東
地
域
の
地
形

・
地
質
は
大
き
く
言

っ
て
三
峰
川
の
成
因

あ
る
い
は
変
動
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
た
と
言

っ
て
も
言
い
過
ぎ
で
は
な
い
と
思

わ
れ
る
。
三
峰
川
は
後
背
山
地
を
流
域
と
す
る
水
系
の
小
河
川
の
水
が
集
ま

っ

て
い
る
の
で
、
豪
雨
、
豪
雪
、
梅
雨
時
等
の
時
に
流
量
が
増
大
し
、
洪
水

の
危

険
性
を
多
く
含
ん
で
い
る
。

奈
良
尾

。
宮
の
原
両
遺
跡
は
新
山
川
に
よ
る
影
響
は
極
め
て
大
き
い
と
考
え

ら
れ
て
い
る
の
で
新
山
川
に
つ
い
て
触
れ
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
新
山
川
は
伊

那
山
地
新
山
峠
に
そ
の
源
が
あ
り
、
途
中
、
小
松
川
や
幾
多
の
流
れ
を
ま
と
め

て
北

へ
流
れ
、
押
出
付
近
で
三
峰
川
に
注
ぎ
込
み
、
三
峰
川
の
主
要
な
支
流
で

あ
る
。
こ
う
配
も
急
で
、
直
流
し
、
季
節
的
に
流
量
及
び
流
質
の
変
動
が
顕
著

で
あ
り
、
流
路
距
離
が
み
じ
か
い
。
従

っ
て
水
害
を
起
し
や
す
い
状
態
で
あ
る
。

奈
良
尾
遺
跡
の
北
側
に
新
山
川
が
、
西
側
に
小
河
川
が
流
れ
て
い
た
。
南
か
ら

北
の
傾
斜
地
の
た
め
に
押
し
出
し
が
厚
く
、
何
層
に
も
わ
た
る
砂
層
や
砂
礫
層

の
反
復
で
あ

っ
た
。
宮
の
原
遺
跡
は
南
側
に
新
山
川
が
、
北
側
に
小
松
川
が
流

れ
て
い
る
間
の
台
地
上
に
存
在
し
、
東
か
ら
西

へ
の
傾
斜
で
あ
る
為
に
、
東
山

麓
か
ら
の
押
し
出
し
が
強
く
、
砂
礫
層
の
堆
積
が
厚
く
覆

っ
て
い
た
。

五
　
周
辺
遺
跡
の
歴
史
的
環
境

第
１
図
富
県
地
区
遺
跡
分
布
図
で
掲
載
し
た
よ
う
に
、
現
在
、
新
山
地
区
で

確
認
さ
れ
た
遺
跡
は
１０
ケ
所
を
数
え
る
。
こ
れ
ら
の
遺
跡
名
と
、
各
々
の
遺
跡

で
検
出
さ
れ
た
遺
構

。
遺
物
を
記
し
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
北
林
遺
跡

は
縄
文
中
期
。
今
泉
遺
跡
は
踊
場
式
、
勝
坂
式
の
土
器
片
、
打
製
石
斧
、
磨
製

石
斧
。
舟

ケ
洞
遺
跡
は
縄
文
早

。
前

。
中
期
土
器
片
。
中
平
遺
跡
は
加
曽
利
Ｅ

式
土
器
片
。
宮
原
遺
跡
は
勝
坂
式
、
加
曽
利
Ｅ
式
、
加
曽
利
Ｂ
式
の
各
土
器
片

打
製
石
斧
、
石
錘
、
大
型
石
匙
等
の
石
器
。
合
の
原
遺
跡
は
縄
文
中
期
竪
穴
住

居
址

一
軒
、
勝
坂
式
、
磨
製
石
斧
、
敲
石
、
凹
石
、
石
皿
、
木
炭
。
小
松
遺
跡

は
加
曽
利
Ｅ
式
、
打
製
石
斧
。
和
手
遺
跡
は
打
製
石
斧
。
今
回
、
発
掘
調
査
を

実
施
し
た
奈
良
尾

。
宮
の
原
両
遺
跡
は
後
述
す
る
。
昭
和
五
十
八
年
、
土
地
改

良
事
業
実
施
に
伴
な

っ
て
芝
王
遺
跡
の
発
掘
調
査
を
実
施
し
た
。
そ
れ
の
成
果

に
つ
い
て
記
す
。

「奈
良

。
平
安
時
代
の
竪
穴
住
居
址
十
六
軒
、
中
世
竪
穴
十

基
、
中
世
柱
穴
群
」
。
新
山
か
ら

一
山
越
え
れ
ば
中
沢
に
至
る
。
こ
の
よ
う
な

地
理
条
件
か
ら
み
て
、
中
世
に
は
中
沢
氏
の
支
配
し
た
中
沢
郷
の
北
部
地
域
に

属
し
て
い
た
と
思
わ
れ
、
そ
れ
を
実
証
す
る
の
が
四
方
の
地
蔵
菩
薩
坐
像
で
あ



る
。
こ
の
地
蔵
菩
薩
坐
像
に
つ
い
て
は

『伊
那
市

の
文
化
財
』
で
次

の
よ
う
に

記
し
て
い
る
。

「伊
那
市
有
形
文
化
財

彫
刻
に
昭
和
五
十
二
年
十
月
二
十
九
日

に
指
定
。
像
高
六
十
三

側
の
檜
材
寄
木

造
り
で
彫
眼
、
布
下
地
漆
箔
、
白
豪
は

欠
失
し
て
い
る
。
円
頂
で
袖
衣
に
袈
裟

を
着
け
、
そ
の
端
は
左
肩
を
覆

い
、
左

手
は
掌
上
に
宝
珠
を
捧
げ
、
右
手
は
五

指
を
捻
じ
て
錫
杖
を
執
る
。
頭
部
は

一

木
で
、
体
型
は
前
後
を
肩
で
矧
付
け
、

肘
先
は
袖
先

で
手
首
を
矧
付
け
、
膝
前

は
横
に
矧
付
け
、
裳
先
も
ま
た
矧
付
け

て
い
る
。
右
手

の
第
二
指
は
後
に
補

っ

て
あ
り
、
第
五
指

の
先
を
欠
失
し
て
い

る
が
、
全
体
に
よ
く
保
存
さ
れ
て
い
る
。

相
好
豊
か
で
眼
は
半
眼
に
、
唇
は
よ
く

引
締

っ
て
安
静
な
面
貌
を
示
し
、
一肩
の

張
り
が
大
き
く
、
肉
ど
り
豊
満
で
、
か

つ
、
よ
く
締
り
、
三
道
も
美
し
く
整
調

さ
れ
て
い
る
。
衣
文

の
た
た
み
が
複
雑

で
あ
る
が
深
く
扶
り
、
稜
高
く
残
し
た

彫
法
は
見
事

で
、
銘
は
な

い
が
、
鎌
倉

第 1図 富県地区遺跡分布図

遺跡の名称

① 北林

⑤ 舟ケ洞

⑨ ガヽ松

⑬ 官の花

⑫ テマテ古墳

④ 手間手

の阿原古墳

④羽根田

-3-

② 今泉   
｀

⑥ 中平

⑩ 禾日手

⑭ まこもが池

⑫ 不幸路

④ 高岱

⑩ 駒合古墳

③ 奈良尾

⑦ 宮の原

⑪ 大塚古墳

⑮ 御殿場

④ 八人塚

② 蚕玉古墳

① 三ッ木

④ 芝王

③ 合の原

⑫ 上垣外

⑩ 菖蒲平古墳

⑩ 根木谷中畑

② 刀ヽ御堂

④ 可可根原

⑫ 駒ケ原

⑬ テマテドウセギ古墳 ⑩ 根木谷古墳



時
代
末
か
、
南
北
朝
時
代
の
趣
を
よ
く
伝
え
て
い
る
。

奈
良
尾
遺
跡
の
西
端
に
真
常
寺
が
あ
り
、
こ
の
寺
の
由
緒
は

「伊
那
市
寺
院

誌
」
に
よ
れ
ば
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

「真
常
寺
は
龍
勝
寺

の
末
寺
で

木
不
　

良

一　

発
掘
日
誌

遺

昭
和
六
十
二
年
八
月

一
日

（土
）

晴
　
テ
ン
ト
及
び
発
掘
器
材
を
殿
島
城

跡
よ
り
運
搬
し
て
真
宗
寺
に
面
し
た
東
側
の
最
も
高
い
位
置
に
テ
ン
朴
を
南
北

に
長
く
二
張
り
建
て
る
。

昭
和
六
十
二
年
八
月
三
日

（月
）

晴
　
休
耕
田
の
草
刈
り
を
実
施
す
る
。

と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
グ
リ
ッ
ト
掘
り
状
に
グ
リ
ッ
ト
を
入
れ
て
み
る
。
若
干
、
近

世
陶
磁
器
片
の
出
土
を
み
た
。
水
田
は
割
合
に
湿
気
が
多
く
、
耕
土
層
と
地
場

層
を
取
り
除
く
と
下
に
木
の
枝
を
利
用
し
た
暗
渠
排
水
跡
が
見
ら
れ
た
。

昭
和
六
十
二
年
八
月
七
日

（金
）

晴
　
グ
リ
ッ
ト
掘
り
を
、
北
側
、
北
側

へ
と
進
め
て
行
く
。
下
段
の
水
田
ヘ
グ
リ
ッ
ト
掘
り
を
入
れ
て
行
く
。
遺
構

の

検
出
は
何
も
な
い
。
若
干
、
近
世
陶
磁
器
片
出
土
。

昭
和
六
十
二
年
八
月
十
日

（月
）

晴
　
グ
リ
ッ
ト
掘
り
を
最
下
段

の
水
田

で
実
施
す
る
。
遺
構
の
検
出
は
何
も
な
い
。
遺
物
は
何

一
つ
出
土
し
な
か
っ
た
。

昭
和
六
十
二
年
八
月
十
三
日

（金
）

晴
　
本
日
は
お
盆
で
あ
る
が
、
仕
事

の
日
程
上
、
作
業
を
実
施
す
る
。
全
測
図
の
作
成
、
グ
リ
ッ
ト
の
セ
ク
シ
ョ
ン

図
完
成
。
本
日
を
も

っ
て
奈
良
尾
遺
跡
の
調
査
終
了
。

天
文
の
頃
開
か
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
龍
勝
寺
の
過
去
帳
に
も

「龍
勝
寺

九
世
天
将
玄
契
が
同
寺
の
開
基
、
文
藤
元
年
辰

（
一
五
九
二
）
五
月
二
十
八
日

示
寂
と
あ
る
」
　

（飯
塚
政
美
）

昭
和
六
十
二
年
十
二
月
～
昭
和
六
十
三
年

一
月
　
図
面
の
整
理
、
原
稿
執
筆

報
告
書
の
編
集
を
す
る
。

昭
和
六
十
三
年
二
月
　
報
告
書
を
印
刷
所

へ
送
る
。

昭
和
六
十
三
年
三
月
　
報
告
書
を
刊
行
す
る
。

一
一　
〕還
　
構

今
回
の
調
査
で
は
遺
構
の
検
出
は
何
も
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
南

方
及
び
東
方
の
山
麓
の
押
し
出
し
が
強
く
、
定
住
生
活
に
適
当
で
は
な
か

っ
た

と
思
わ
れ
る
。
層
位
の
堆
積
の
仕
方
に
つ
い
て
は
第
二
図
地
層
断
面
図
を
掲
載

し
て
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

一二
　
〕還
　
物

（図
版
６
）

今
回
の
調
査
で
出
土
し
た
陶
器
片
は
数
片
で
あ

っ
た
。
全
て
江
戸
時
代
に
位

置
づ
け
ら
れ
る
。
①
は
瀬
戸
天
目
茶
碗
の
破
片
で
あ
り
、
③
は
①
と
同

一
個
体

で
あ
る
。
高
台
が
高
く
付
け
ら
れ
て
い
る
。
②
、
④
は
瀬
戸
鉄
釉
摺
鉢

の
口
縁

破
片
で
あ
る
。
⑤
、
⑥
は
同

一
個
体
で
、
瀬
戸
天
目
茶
碗
で
あ
る
。
高
台
は
低

目
で
、
本
と
言
う
字
が
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
（飯
塚
政
美
）″

跡
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第 1図  グリツド配置図 (1:1,000)

四
　
ま
と
め

奈
良
尾
遺
跡
は
前
述
し
た
よ
う
に
現
況
は
水
田
で
あ
り
、
し
か
も
減
反
田
と

な

っ
て
い
た
。
実
際
に
耕
土
を
取
り
除
い
て
み
る
と
、
地
場
層
面
で
は
湿
地
と

な

っ
て
お
り
、
松
の
枝
に
よ
る
暗
渠
排
水
が
つ
く
ら
れ
て
い
た
。
要
す
る
に
、

地
形

。
地
質
的
に
み
て
、
集
落
の
存
在
し
た
可
能
性
は
全
く
な
か

っ
た
と
決
め

つ
け
て
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
た
。

出
土
し
た
近
世
陶
器
は
川
に
捨
て
た
破
片
が
大
水
の
時
に
流
れ
込
ん
だ
よ
う

に
想
定
で
き
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
出
土
層
は
総
体
的
に
み
て
、
砂
層
が

主
で
あ

っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（飯
塚
政
美
）
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図版 1 遺跡地を北側より眺む

図版 2 遺跡地を東側より眺む
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図版 3 地 層 断 面

図版 4 発 掘 風 景



発 掘 風 景 陶 器 出 土 状 況

陶 器 出 土 状 況 陶 器 出 土 状 況

陶 器 出 土 状

図版 5

況    陶 器 出 土 状 況

発掘風景及び出土陶器
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‥
　
⑤
　
出図版 6 土 陶 器



宮
一　

発
掘
日
誌

昭
和
六
十
二
年
八
月
十
九
日

（水
）

晴
　
奈
良
尾
遺
跡
か
ら
宮

の
原
遺
跡

へ
発
掘
器
材
を
運
搬
す
る
。
テ
ン
ト
は
小
松
川
に
面
し
た
南
側

の
高

い
所

へ
南

北
に
長
く
、
二
張
り
建

て
る
。
午
後
、
発
掘
調
査
予
定
地
に
ブ
ル
ト
ー

ザ
ー

を

入
れ
て
耕
土
剥
ぎ
を
実
施
す
る
。
耕
土
剥
ぎ
終
了
後
、
直
ち
に
グ
リ

ッ
ト
を
設

定
す
る
。
南
か
ら
北

へ
Ａ
～
Ｌ
、
東
か
ら
西

へ

一
～
四
十
と
し
、　
一
辺

三

π
×

二

物
の
面
積
四
グ
と
す
る
。

昭
和
六
十
二
年
八
月
二
十
日

（木
）

晴
　
Ａ
ｌ
よ
り
掘
り
始
め
る
。
耕
土

を
剥
ぐ
と
、
下
か
ら
地
場
層
が
発
見
さ
れ
、
地
場
層
を
取
り
除
く
と
、
少
量

の

縄
文
中
期
土
器
片
、
縄
文
後
期
土
器
片
、
石
器
が
出
土
し
た
。

昭
和
六
十
二
年
八
月
二
十

一
日

（金
）

晴
　
グ
リ

ッ
ト
掘
り
を
北
側
、
北

側

へ
と
掘
り
進
め
て
い
く
。
北
側
に
寄

っ
た
二
枚
目
の
水
田
の
南
東
付
近

に
方

形
状

の
落
ち
込
み
が
み
ら
れ
、
こ
れ
を
第

一
号
住
居
址
と
し
、
プ
ラ
ン
確
認
を

行
な

い
、
掘
り
始
め
る
。

昭
和
六
十
二
年
八
月
二
十
四
日

（月
）

日雲
時
々
晴
　
第

一
号
住
居
址

の
完

掘
を
終
了
す
る
。
カ

マ
ド
は
西
壁

の
中
央
部
付
近
に
あ
り
、
カ

マ
ド
に
使
用
し

た
石
は
破
壊
さ
れ
て
し
ま

っ
て
い
て
、
わ
ず
か
に
焼
土
だ
け
残
存
し
て
い
た
。

灰
釉
陶
器
片

の
出
土
を
み
た
。

昭
和
六
十
二
年
八
月
二
十
五
日

（火
）

曇
時

々
晴
　
第

一
号
住
居
址

の
北 一退

跡

側

の
グ
リ

ッ
ト
掘
り
を
進
め
て
い
く
と
、
円
形
状

の
落
ち
込
み
が
み
ら
れ
、

こ

れ
を
第
二
号
住
居
址
と
決
め
、
プ
ラ
ン
確
認
を
進
め
る
。

昭
和
六
十
二
年
八
月
二
十
七
日

（木
）

晴
　
第
二
号
住
居
址

の
掘
り
下
げ

を
す
る
。

昭
和
六
十
二
年
八
月
二
十
八
日

（金
）

晴
　
第
二
号
住
居
址

の
掘
り
下
げ

を
す
る
。

昭
和

バ
十
二
年
八
月
二
十
九
日

（土
）

晴
　
第
二
号
住
居
址

の
掘
り
下
げ

を
し
、
ほ
ぼ
完
掘
を
終
え
る
。

昭
和
六
十
二
年
八
月
三
十

一
日

（月
）

一雲
時
々
晴
　
第

一
号
住
居
址
、
第

二
号
住
居
址

の
写
真
撮
影
を
終
了
。
同
じ
ぐ
、
前
述
し
た
住
居
址

の
実
測
終
了

全
測
図
の
作
成

昭
和
六
十
二
年
九
月

一
日

（火
）

晴
　
発
掘
器
材

の
あ
と
か
た
づ
け
、
運

搬
を
実
施
す
る
。

昭
和
六
十
二
年
十
二
月
～
昭
和
六
十
三
年

一
月
　
図
面

の
整
理
、
原
稿
執
筆

報
告
書

の
編
集

昭
和
六
十
三
年
二
月
　
報
告
書
を
印
刷
所

へ
送
る
。

昭
和
六
十
三
年
三
月
　
報
告
書
を
刊
行
す
る
。
　

　

　

　

　

（飯
塚
政
美
）

二
　
〕退
　
構

今
回
の
調
査

で
検
出
さ
れ
た
遺
構
は
縄
文
中
期
後
葉
竪
穴
住
居
址

一
軒
、
平

―
-11-―



第 1図 遺構及びグリツ ト配置図 (1:1,000)

安
時
代
竪
穴
住
居
址

一
軒
で
あ

っ
た
。
調
査
を
実
施
し
た
時
点
で
は
縄
文
中
期

土
器
片
、
縄
文
後
期
土
器
片
が
相
当
量
出
土
し
た
。
こ
の
事
実
は
か

っ
て
は
、

相
当
数
の
遺
構
の
存
在
が
想
定
さ
れ
る
が
、
そ
の
後
、
数
度
に
わ
た
る
土
地
造

成
の
為
に
大
部
分
は
破
壊
さ
れ
て
し
ま

っ
た
結
果
で
あ
ろ
う
。

０
　
第
二
号
住
居
址

（第
２
図
、
図
版
５
）

こ
の
遺
構
は
今
回
発
掘
調
査
を
実
施
し
た
内
で
は
中
央
部
よ
り
や
や
北
西
に

寄

っ
た

一
角
に
検
出
さ
れ
て
い
る
。

現
況
は
水
田
で
あ
り
、
こ
の
水
田
耕
作
表
土
面
よ
り
四
十

“
位
下
っ
た
砂
礫

混
合
の
黄
褐
色
土
層
面
を
掘
り
込
ん
だ
竪
穴
住
居
址
で
、
そ
の
直
径
は
四

％
七

十
五

釧
位
の
円
形
状
を
呈
す
る
。
基
盤
が
東
か
ら
西

へ
傾
斜
し
て
い
る
た
め
、

壁
は
東
側
が
高
く
、
西
は
基
盤
傾
斜
に
比
例
し
て
低
く
な

っ
て
い
る
。
東
壁
高

は
四
十

硼
位
、
西
壁
高
は
二
十

働
位
を
測
定
で
き
る
。
壁
面
は
や
や
外
傾
気
味

を
呈
し
、
細
礫
が
露
出
し
て
い
た
。

床
面
は
砂
礫
混
合
の
黄
褐
色
土
層
中
に
構
築
さ
れ
、
大
般
水
平
で
堅
く
な

っ

て
い
た
が
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
細
礫
が
露
出
し
て
い
た
。
東
壁
面
直
下
に
幅
十

硼
位
、
深
さ
五

翻
～
十

硼
位
の
周
溝
が
部
分
的
に
残
存
し
て
い
た
。
炉
は
中
央

部
よ
り
や
や
北
側
に
位
置
し
た
所
に
あ
り
、
南
北
九
十

翻
位
、
東
西
九
十

硼
位

の
規
模
を
有
す
る
。
そ
の
形
態
は
大
き
な
石
と
、
細
礫
を
組
み
合
わ
せ
た
方
形

状
に
近
い
石
囲
炉
で
あ
る
。
石
を
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
で
二
重
に
組
み
込
ん
で
あ
り
、

丁
寧
な
作
り
を
成
し
て
い
る
。
炉
石
は
大
部
分
花
同
岩
を
利
用
し
て
あ
り
、
焼

け
て
赤
く
変
色
し
て
い
た
。

柱
穴
は
四
本
主
柱
穴
と
思
わ
れ
、
そ
れ
は
Ｐｌ４
ヽ
Ｐ
ヽ
Ｐ
ヽ
Ｐ４
、
で
あ
り
ヽ
こ

れ
ら
の
周
囲
に
は
補
助
穴
が
セ
ッ
ト
で
検
出
さ
れ
た
。
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炉
の
西
側
に
底
部
穿
孔
の
埋
甕
が
逆

位
の
状
態
で
検
出
さ
れ
た
。
こ
の
埋
甕

は

一
般
的
に
検
出
さ
れ
る
そ
れ
と
比
較

し
て
割
合
に
小
さ
目
で
あ

っ
た
。
埋
甕

の
編
年
か
ら
み
て
、
曽
利
Ⅱ
式
頃
に
本

址
は
位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
。

②
　
一弔
百
万
住
居
址

（第
３
図
）

本
址
は
第
二
号
住
居
址
の
南
側
に
検

出
さ
れ
、
南
北
四

％
二
十
五

翻
位
、
東

西
三

％
六
十
五

硼
位
の
規
模
を
有
し
、

隅
丸
方
形
状
を
呈
す
る
竪
穴
住
居
址
で

あ
る
。
遺
構
の
掘
り
込
み
面
は
表
土
層

面
か
ら
五
十

卸
位
下
っ
た
砂
礫
混
合
黄

褐
色
土
層
で
あ
る
。

基
盤
が
東
か
ら
西

へ
傾
斜
し
て
い
る

た
め
に
、
東
壁
は
三
十

釧
位
認
め
ら
れ

た
の
に
対
し
、
西
壁
は
全
く
な
か
っ
た

壁
面
は
全
般
的
に
外
傾
し
、
全
面
に
わ

た
っ
て
細
礫
が
露
出
し
て
い
た
。

床
面
は
黄
褐
色
砂
礫
層
中
に
つ
く
ら

れ
、
や
や
か
た
く
、
凹
凸
は
多
く
な

っ

て
い
た
。
西
壁
中
央
部
付
近
に
多
量
の

焼
土
が
検
出
さ
れ
、
こ
れ
は
カ
マ
ド
の

―-13-一



残
が

い
か
と
推
測
で
き
る
。
ま
た
、
東
壁
南
半
分
か
ら
南
壁
面
直
下
に
小
さ
な

周
溝
が
回

っ
て
い
た
。

柱
穴
は
北
壁
の
方
に
集
中
的
に
発
見
さ
れ
た
の

で
、
配
置
状
態
は
十
分
に
考
え
る
必
要
が
あ
ろ
う

と
思
わ
れ
る
。

わ
ず
か
に
灰
釉
陶
器
片
が
出
土
し
て
お
り
、
よ

っ
て
本
址
は
十
世
紀
後
半
か
ら
十

一
世
紀
初
頭
頃

の
住
居
址
と
想
定
で
き
え
よ
う
。

一二
　
〕屋
　
物

（第
４
～
７
図
、
図
版
８
）

（１
）

土
器

　

（第
４
～
６
図
、
図
版
８
）

今
回
、
出
土
し
た
土
器
は
縄
文
中
期
土
器
が
主

で
あ
り
、
そ
れ
に
混
じ

っ
て
、
縄
文
後
期
土
器
、

平
安
時
代
の
土
師
器
、
須
恵
器
、
灰
釉
陶
器
が
少

量
出
土
し
た
。

第
４
図

（１
～
３
）
は
第
２
号
住
居
址
よ
的
出

土
。出
土
遺
物
内
訳
番
号
は

（１
）
は
Ｍ
２
で
あ
る

（２
）
は
Ｍ
５
、

（３
）
は
Ｍ
３
で
あ
る
。

（１
）

は
口
縁
部
が
欠
損
し
て
い
る
が
小
型
の
壺
型
土
器

で
あ
る
。
口
頸
部
文
様
は
幅
広
ろ
の
沈
線
を
二
本

や
や
波
状
に
横
走
さ
せ
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
で
渦
巻

状
を
呈
す
る
。
二
本
の
沈
線
の
縁
に
沿

っ
て
連
続

爪
形
文
を
押
捺
し
て
あ
る
。
胴
部
か
ら
底
部
に
か

け
て
は
細
か
な
斜
縄
文
地

へ
、
あ
る
程
度
の
間
隔

を
保
持
し
な
が
ら
、
細

い
沈
線
が
垂
下
し
て
い
る
。
黒
褐
色
を
呈
し
、
焼
成

は

普
通
で
、
少
量

の
長
石
を
含
む
。
曽
利
Ⅱ
式
と
思
わ
れ
る
。

や
Pfら

4
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（２
）
は
胴
部
よ

り
上
は
欠
損
し
て
し

ま

っ
た
底
部
破
片
で

あ
る
。
器
厚
は
７

捌

位
と
中
厚
手
に
属
し

こ
の
時
期
と
し
て
は

め
ず
ら
し
い
。

破
片
上
部

の
外
面

に
、
斜
縄
文
が
施
さ

れ
、
下
部
は
無
文
帯

と
な

っ
て
い
る
。
内

面
に
は
擦
痕
が
横
位

に
走
り
、
そ
の
製
作

状
況
が
察
せ
ら
れ
る
。

明
黄
褐
色
を
呈
し

焼
成
は
中
位
で
、
胎

土
に
含
ま
れ
て
い
る

鉱
物
類
は
極
め
て
少

量
で
あ
る
。
曽
利
Ⅱ

式
頃
と
思
わ
れ
る
。

（３
）
は
第
二
号

住
居
址

の
床
面
に
逆

位

の
状
態

で
出
土
し

o                     10硼
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た
埋
甕
で
あ
り
、
底
部
の
中
心
部
が
欠
損
し
て
い
る
。
こ
の
欠
損
個
所
は
現
在

の
破
損
状
態
か
ら
み
て
、
埋
甕
埋
設
時
に
人
為
的
に
破
損
し
た
の
か
、
後
世

の

自
然
的
条
件
に
よ
る
破
損
か
は
現
段
階
で
は
判
断
が
つ
か
な
い
実
状
で
あ
る
。

口
縁
径
九

・
五

硼
、
底
径
八

・
二

“
、
最
大
胴
径
十
六

。
二

銅
、
高
さ
十
六

。

一
鋼
を
測
る
壺
型
土
器
で
あ
る
。
口
唇
部
は
平
坦
で
、
口
唇
か
ら
口
頸
部
に
か

け
て
、
わ
ず
か
に
外
反
し
、
口
頸
下
部
か
ら
胴
下
部
に
か
け
て
は
や
や
球
形
状

を
呈
し
て
い
る
。
外
面
に
は
そ
れ
ぞ
れ
２
個
づ

つ
対
に
な

っ
た
小
突
起
が
４
個

貼
り
付
け
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
中
心
部
は
円
形
状
に
空
洞
に
な

っ
て
い
た

お
そ
ら
く
、
紐
を
通
し
て
釣
る
す
よ
う
に
使
用
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
、

次
に
、
文
様
構
成
か
ら
み
て
み
よ
う
。
口
縁
部
か
ら
口
頸
部
に
か
け
て
は
無

文
地
帯
を
成
し
て
い
る
。
胴
上
部
文
様
帯
は
斜
縄
文
地

へ
、
舎
フ
に
よ
る
幅
広

ろ
の
沈
線
を
二
条
蛇
行
状
に
配
し
て
あ
り
、
そ
の
蛇
行
状
態
は
あ
る
程
度

の
規

則
制
を
有
し
て
い
た
。
胴
中
部
文
様
帯
は
斜
縄
文
地

へ
、
含
フ
に
よ
る
幅
広
ろ

の
沈
線
を
三
条
縦
状
と
横
状
に
組
み
合
わ
せ
、
全
体
と
し
て
Ｕ
字
型
状
を
呈
し

て
い
る
。
Ｕ
字
型
状
の
下
部

コ
ー
ナ
ー
に
は
ワ
ラ
ビ
手
状
の
渦
巻
文
が
み
ら
れ

る
。
胴
下
部
文
様
帯
は
斜
縄
文
地

へ
、
舎
フ
に
よ
る
幅
広
ろ
沈
線
を
三
本
、
逆

Ｕ
字
形
状
に
、
そ
の
コ
ー
ナ
ー
端
末
は
ワ
ラ
ビ
手
状
渦
巻
文
様
を
構
成
し
て
い

る
。
明
赤
褐
色
を
呈
し
、
焼
成
は
良
好
、
胎
土
中
に
少
量
の
長
石
、
雲
母
を
含

ん
で
い
る
。
器
内
の
土
の
中
に
多
量
の
炭
化
物
と
焼
土
を
認
め
た
。
曽
利
Ｉ
式

に
含
ま
れ
る
と
思
わ
れ
る
。

（４
）
は
グ
リ
ッ
ト
内
よ
り
出
土
し
た
朝
顔
型
状
を
呈
す
る
深
鉢
型
土
器
で

あ
る
。
口
縁
径
三

一
。
八

酬
を
測
り
、
胴
下
部
以
下
は
欠
損
し
て
い
る
。
口
縁

部
は
、
や
や
外
反
し
、
口
唇
部
は
外
そ
ぎ
で
あ
り
、
胴
中
央
部
付
近
で
、
や
や

ふ
く
ら
み
状
態
と
成
る
。
口
縁
部
文
様
帯
は
無
文
を
成
し
、
胴
上
部
文
様
は
隆

帯
を
弧
状
に
配
し
、
そ
の
縁
に
沿

っ
て
点
列
文
を
刺
突
し
て
あ
る
。
胴
中
部
文

様
帯
は
斜
縄
文
地

へ
高
い
懸
垂
文
風
隆
帯
を
貼
り
付
け
て
あ
る
。
黒
褐
色
を
呈

し
、
焼
成
は
良
好
で
、
少
量
の
雲
母
、
長
石
を
含
ん
で
い
る
。
曽
利
Ｉ
式
に
含

ま
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

第
五
図

（５
～
６
）
は
グ
リ

ッ
ト
内
よ
り
出
土
し
た
底
部
破
片
で
あ
る
。

（５
～
６
）
と
も
に
外

。
内
面
と
も
に
無
文
で
、
わ
ず
か
に
擦
痕
を
有
す
る
。

（５
）
の
内
面
に
は
ス
ス
が
多
量
に
付
着
し
て
い
た
。

（５
～
６
）
と
も
に
赤

褐
色
を
呈
し
、
焼
成
は
良
好
で
あ

っ
た
。
曽
利
期
に
含
ま
れ
る
と
思
わ
れ
る
。

第
６
図

（１
～
２２
）
は
遺
構
の
覆
土
上
層
面
よ
り
出
土
し
た
土
器
片
で
あ
り

飛
び
込
み
の
可
能
性
が
極
め
て
濃

い
と
思
わ
れ
る
。

（１
～
２
）
は
隆
帯

の
発

達
が
顕
著
な
も
の
、

（１
）
は
櫛
形
文
様
風
、

（２
）
は
幅
広
ろ
沈
線
が
渦
巻

文
様
に
そ
れ
ぞ
れ
配
さ
れ
て
い
る
。

（１
■
２
）
と
も
に
赤
褐
色
を
呈
し
、
焼

成
は
良
好
で
あ
る
。

（１
）
は
井
戸
尻
Ⅲ
式
、

（２
）
は
加
曽
利
Ｅ
Ｉ
式

の
含

ま
れ
る
と
思
わ
れ
る
。

（３
）
は
幅
広
ろ
に
よ
る
沈
線
の
組
み
合
わ
せ
に
よ

つ

て
文
様
構
成
が
な
さ
れ
て
い
る
。
黒
褐
色
を
呈
し
、
焼
成
は
良
好
で
、
少
量
の

雲
母
を
含
む
。
加
曽
利
Ｅ
式
の
古

い
方
に
属
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

（４
）

は
無
文
地

へ
細
い
粘
土
紐
を
貼
り
付
け
て
あ
る
。
赤
褐
色
を
呈
し
、
焼
成
は
中

位
、
少
量
の
長
石
を
含
む
。
加
曽
利
Ｅ
式
の
古
い
方
に
位
置
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。

（５
）
の
文
様
構
成
の
仕
方
は

（３
）
と
類
似
し
て
い
る
。
赤
黒
褐

色
を
呈
し
、
焼
成
は
良
好
で
、
多
量
の
雲
母
を
含
む
。
時
期
は

（３
）
と
同
様

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

（６
）
は
無
文
、
横
位
隆
帯
、
斜
縄
文
地
の
三
文
様
構
成
が
あ

っ
た
。
口
縁
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直
下
に
補
修
孔
が
穿
け
ら
れ
て
い
た
。
明
黄
褐
色
を
呈
し
、
焼
成
は
中
位
、
少

量
の
雲
母
を
含
む
。
加
曽
利
Ｅ
Ｉ
式
と
思
わ
れ
る
。

（７
）
は
綾
杉
文
様
風
が

見
ら
れ
る
も
の
。

（８
）
は
人
の
字
状
文
様
が
み
ら
れ
る
。

（７
）
は
黒
褐
色
、

赤
褐
色

（８
）
を
呈
し
、
焼
成
は
両
方
と
も
普
通
、
ま
た
２
片
と
も
少
量

の
雲

母
を
含
む
。

（７
～
８
）
は
加
曽
利
Ｅ
Ⅲ
式
に
含
ま
れ
る
と
思
わ
れ
る
。

（９
）
の
破
片
上
部
は
無
文
、
中
部
は
横
位
隆
帯
と
そ
の
縁
に
刺
突
文
、
下

部
は
斜
縄
文
を
配
す
る
。
黒
褐
色
を
呈
し
、
焼
成
は
普
通
、
胎
土
中
に
多
量

の

雲
母
を
含
む
。
加
曽
利
Ｅ
式
の
新
し
い
方
に
属
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

（１０
）
は
無
文
地

ヘ
ヘ
ラ
に
よ
る
幅
広
ろ
の
波
線
が
や
や
斜
状
や
弧
状
に
施

さ
れ
て
い
る
。
明
黄
褐
色
を
呈
し
、
焼
成
は
良
好
、
少
量
の
雲
母
を
含
む
、
咲

畑
型
に
類
似
し
て
い
る
。

（１１
）
は
撚
糸
文
が
顕
著
な
も
の
、
黒
褐
色
を
呈
し
、

焼
成
は
中
位
、
少
量
の
雲
母
を
含
む
。

（・２
　
‐４
）
は
斜
縄
文
が
文
様
の
主
体
を
成
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
下
地

の

も
と
に
、

（１４
）
蛇
行
状
沈
線
風
懸
垂
文
が
走
向
し
て
い
る
。

（１３
）
は
無
文

地
に
蛇
行
状
懸
垂
文
の
意
匠
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。

（１２
　
・４
）
は
茶
褐
色
、

（・３
）
は
黒
褐
色
を
呈
す
る
。

（１１
～
１４
）
は
加
曽
利
Ｅ
Ⅱ
式
頃
に
含
ま
れ
る

と
思
わ
れ
る
。

（・５
～
２２
）
は
縄
文
後
期
土
器
片
で
あ
る
。
無
文
地
の
上
に
沈
線
が
区
画
風

に
配
さ
れ
て
い
る
も
の

（１５
～
・６
）
ヽ
縄
文
地
に
沈
線
に
よ
っ
て
区
画
さ
れ
た

所
謂
、
磨
消
縄
文
の
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
る
も
の

（１７
～
２２
）
に
大
別
で
き
る

区
画
沈
線
に
弧
状

（１７
～
・８
　
２０
～
２．
）
、
直
線
状

（１９
　
２２
）
と

い
う
よ
う

に
細
分
さ
れ
る
。
色
調
は
赤
褐
色

（１５
　
・７
　
‐９
）
、
黒
褐
色

（１６
　
・８
）
、

明
黒
褐
色

（２０
）
、
明
黄
褐
色

（２．
～
２２
）
を
呈
す
る
。

（２
）
　

石
　
器

　

（第
７
～
９
図
）

出
土
石
器
は
打
製
石
斧
、
磨
製
石
斧
、
石
錘
、
横
刃
型
石
器
、
凹
石
、
石
鏃

掻
器
等
々
で
あ
り
、
そ
の
概
要
に
つ
い
て
以
下
に
述
べ
て
い
く
。
第
７
図
は
第

２
号
住
居
址
出
土
品
で
あ
る
。
第

（８
～
９
）
図
の
は
第

一
号
住
居
址
及
び
グ

リ
ッ
ト
内
の
出
土
。

打
製
石
斧

（第
７
図
　
１
～
４
）

６
点
出
土
し
た
う
ち
、
４
点
を
図
示
し
た
。
４
点
と
も
完
型
品
で
あ
り
、
で

き
ば
え
は
良
好
。

（１
、
３
）
は
短
冊
形
に
、

（２
）
は
撥
形
に
、

（４
）
は

片
刃
撥
形
に
分
類
で
き
る
。
全
て
緑
泥
岩
を
利
用
。

磨
製
石
斧

（第
７
図
　
５
～
９
）

５
点
出
土
し
た
全
て
を
図
示
し
た
。

（５
、
８
）
は
完
型
品
で
あ
る
の
に
対

し
、

（６
～
７
、
９
）
上
端
部
が

一
部
欠
損
し
て
い
る
。
形
態
的
に
み
て
、
定

角
式

（５
～
８
）
、
乳
棒
状
式

（９
）
の
二
つ
に
大
別
さ
れ
る
。
定
角
式
を
仕

上
げ
工
程
的
に
分
類
し
て
み
る
と
、

（５
～
６
）
は
刃
部
及
び
全
面
磨

い
て
あ

る
の
に
比
較
し
て

（７
～
８
）
は
刃
部
周
辺
を
磨

い
て
あ
る
だ
け
で
、
そ
の
他

に
は
自
然
面
を
残
す
。

（５
）
は
蛇
紋
岩
、

（６
～
８
）
は
緑
泥
岩
、

（９
）

は
安
山
岩
製
の
岩
石
を
用
い
て
い
る
。

（９
）
の
磨
製
の
個
所
は
全
体

の

一
割

に
も
満
た
な
い
。

石
錘

（第
７
図
　
１０
）

硬
砂
岩
製
の
細
礫
の
上

。
下
端
の

一
部
を
打
ち
欠
い
て
凹
み
を
つ
け
て
あ
り

石
錘
と
し
て
は
小
型
で
、
よ
く
と
と
の
っ
て
い
る
。

横
刃
型
石
器

（第
７
図
　
１１
）

円
礫
状
の
砂
岩
を
打
ち
欠
い
て
偏
平
状
に
仕
上
げ
、
下
端
に
刃
を
つ
け
て
、

―-19-一
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横
刃
型
石
器
の
形
態
を
整
え
て
い
る
。
縄
文
中
期
に
よ
く
出
土
す
る
典
型
的
な

横
刃
型
石
器
で
あ
る
。

凹
　
石
　
　
（第
７
図
　
１２
）

一
握
り
程
度
の
花
商
岩
を
用
い
て
円
形
上
に
仕
上
げ
て
い
る
。
凹
み
は
三
面

に
そ
れ
ぞ
れ

一
つ
づ

つ
穿
け
て
あ
り
、
そ
の
深
度
は
浅
く
、
凹
み
の
輪
郭
は
割

合
に
漠
然
と
し
て
い
る
。

一
面
は
孔
の
周
辺
が
フ
ラ
ッ
ト
に
な
る
程
磨
き
上
げ

て
あ
る
。
こ
の
点
は
典
型
的
な
凹
石
か
ら
み
て
や
や
異
質
と
思
わ
れ
、
そ
の
用

途
を
も
う

一
度
、
考
え
直
し
て
み
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

第
８
図

（１
～
９
）
に
掲
載
し
て
あ
る
石
器
は

一
般
的
に
み
て
、
打
製
石
弁
、

磨
製
石
斧
、
凹
石
、
横
刃
型
石
器
に
大
別
で
き
る
。
　
′

打
製
石
斧

（第
８
図
　
１
～
５
）

全
体
的
に
十
点
近
く
出
土
し
た
が
、
図
示
し
て
も
適
当
と
思
わ
れ
る
５
点
を

こ
こ
に
掲
載
し
た
。
５
点
と
も
下
端
部
に
若
干
の
開
き
を
み
る
が
、
短
冊
形

の

仲
間
に
含
め
て
も
よ
か
ろ
う
。
完
型
品
は

（１
）
だ
け
で
、
他
の
４
点
は
ど
こ

か
部
分
的
に
欠
損
し
て
い
る
。
石
質
は
緑
泥
岩

（１
、
４
～
５
）
、
砂
岩

（２

～
３
）
で
あ
る
。

磨
製
石
斧

（第
８
図
　
７
～
８
）

今
回
の
発
掘
で
出
土
し
た
磨
製
石
斧
は
こ
こ
に
図
示
し
た
２
点
の
み
で
あ
る
。

（７
）
は
乳
棒
状
、

（８
）
は
定
角
式
を
な
し
、
と
も
に
、
ど
こ
か
欠
損
を
し

て
い
る
。
と
も
に
緑
泥
岩
を
用
い
る
。

（８
）
は
第

一
号
住
居
址
出
土
。

凹
石

（第
８
図
　
６
）

一
点
だ
け
の
出
土
。
長
円
形
の
凹
石
で
、
片
面
に
三
孔
を
穿
け
て
あ
る
。
三

孔
の
う
ち
二
孔
は
く

っ
つ
き
、　
一
孔
は
離
れ
て
い
る
。
孔
の
周
囲
は
孔
自
体
が

深
く
穿
け
ら
れ
て
い
る
の
で
、
凹
み
が
歴
然
と

し
て
お
り
、
凹
石
と
し
て
は
良
品
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
調
整
と
し
て
孔

の
周
辺
を
丁
寧
に
磨

き
上
げ
て
あ
る
硬
砂
岩
を
利
用
。

横
刃
型
石
器

（第
８
図
　
９
）

砂
岩
を
用

い
て
作

っ
て
あ
り
、
全
体
的
に
三

角
形
状
を
呈
し
、
左
側
半
分
は
欠
損
し
て
い
る
。

大
部
分
は
自
然
面
を
残
り
、
下
端
部
に
見
事
な

刃
を
作
り
出
し
て
あ
り
、
こ
の
刃
部
は

一
見
す

る
た
鋸
歯
状
に
見
え
る
。

第

９
図
は
黒
耀
石
製

の
石
鏃
と
掻
器
を
掲
載

し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‐

石
鏃

（第
９
図
　
１
）

形
態

に
つ
い
て
み
て
み
る
と
、
凹
基
有
茎
に

属
し
、
や
や
偏
平
で
あ
る
。
調
整
加
工
の
扶
り

込
み
は
深
い
。
全
面
に
丁
寧
な
剥
離
痕
を
認
め
、
石
鏃
と
し
て
は
優
品
に
含
ま

れ
る
の
で
あ
ろ
う
。
片
脚
全
部
、
片
脚
の

一
部
を
欠
損
す
る
。

掻
器

（第
９
図
　
２
～
３
）

掻
器
は
２
点
出
土
し
た
の
み
で
あ
る
が
、
と
も
に
刃
部
の
剥
離
調
整
は
見
事

で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（飯
塚
政
美
）
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四
　
ま
と
め

富
県
の
上
新
山
地
籍
、
山
麓
扇
状
地
に
広
が

っ
て
い
る
宮
の
原
遺
跡
の
発
掘

調
査
を
行

っ
た
。
実
際
に
発
掘
調
査
に
着
手
し
て
み
る
と
、
後
背
地
の
押
し
出

し
に
よ
る
堆
積
土
が
厚
く
覆

っ
て
お
り
、
さ
ら
に
、
何
回
に
も
わ
た
る
開
田
の

の
為
に
土
層
の
破
壊
は
顕
著
で
あ

っ
た
。
従

っ
て
、
調
査
開
始
時
点
で
は
、
遺

構
検
出
土
層
面
把
握
に
手
間
ど

っ
て
し
ま

っ
た
。
丁
寧
に
地
層
確
認
を
し
な
が

ら
調
査
を
進
め
た
結
果
、
縄
文
中
期
後
葉
の
竪
穴
住
居
址

一
軒
、
平
安
時
代
中

頃
の
竪
穴
住
居
址

一
軒
の
確
認
を
み
た
。

第
二
号
住
居
址
は
直
径
四

％
七
十

釧
あ
ま
り
の
円
形
プ
ラ
ン
で
、
竪
穴
住
居

址
の
形
態
を
有
し
、
極
、　
一
般
的
な
住
居
址
で
あ

っ
た
。
炉
は
方
形

の
石
囲
炉

で
ぃ
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
で
二
重
に
組
み
合
わ
さ
れ
て
い
た
。
炉
石
は
近
く
に
産
す

る
花
商
岩
が
主
体
と
な

っ
て
い
た
。

炉
の
西
側
に
底
部
穿
孔
の
埋
甕
が
逆
位
の
状
態
で
出
土
し
た
。
こ
の
埋
甕
は

割
合
に
小
さ
目
で
あ

っ
た
。

第

一
号
住
居
址
は
南
北
四

％
二
十
五

硼
位
、
東
西
三

％
六
十
五

翻
位
の
隅
丸

方
形
状
を
呈
す
る
竪
穴
住
居
址
で
あ

っ
た
。
カ
マ
ド
は
何
回
に
も
及
び
土
地
造

成
の
た
め
に
大
部
分
破
壊
さ
れ
て
し
ま

っ
て
い
た
。

次
に
出
土
し
た
土
器
を
編
年
に
基
づ
い
て
述
べ
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
る

曽
利
Ⅱ
式
、
曽
利
Ｉ
式
、
井
戸
尻
Ⅲ
式
、
加
曽
利
Ｂ
式
と
な
る
。

石
器
は
形
態
及
び
機
能
別
に
分
類
す
る
と
、
打
製
石
斧
、
磨
製
石
斧
、
石
錘

横
刃
型
石
器
、
凹
石
、
石
鏃
、
掻
器
で
あ
る
。

か
な
り
標
高
の
高

い
所
に
も
縄
文
中
期
集
落
址
の
存
在
、
さ
ら
に
、
灰
釉
陶

器
の
出
土
に
よ
っ
て
平
安
時
代
中
期
頃
に
文
化
浸
透
が
新
山
谷
の
奥
ま
で
及
ん

で
い
た
こ
と
を
今
回
の
調
査
で
実
証
し
て
く
れ
た
。
当
然
な
が
ら
、
陶
器
は
東

山
道
沿
い
に
運
搬
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
。

宮
の
原
遺
跡
の
発
掘
調
査
及
び
報
告
書
作
成
に
当
た

っ
て
は
、
長
野
県
教
育

委
員
会
文
化
課
、
上
伊
那
地
方
事
務
所
土
地
改
良
課
職
員

一
同
、
調
査
団
の
各

先
生
方
、
作
業
員
各
位
に
対
し
、
深
甚
な
る
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

（飯
塚
政
美
）
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図版 1 遺跡地を南側より眺む

図版 2 遺跡地を西側より眺む
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図版 3 遺跡地近景 (グ リツト配置)
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図版 4 発 掘 風 景



図版 5 第 2号住居llL

図版 6 第 1号住居址
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第 2号住居址炉 土器出土状況

第 2号住居址埋甕上部 第 2号住居址埋甕断面

土器出土状況

図版 7 遺 構 及 び

土器出土状況

遺 物 出 土 状 況
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出土土器

出土土器

出土土器

図版 8

出土土器

出 土 遺 物

出土土器
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